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■ はじめに 

現在、国民病の 1 つであるがんは日本人の 2 人に 1 人

が発病し、3 人に 1 人が死亡している。がん治療の 1 種で

ある放射線治療は新規がん患者の 30 %に用いられており、

手術を必要としないため患者の負担が少ないことから需

要は今後さらに増えると考えられる。 

放射線治療では、医療用リニアックなどからの放射線を

がん腫瘍に照射した量によって、がんの再発率や副作用

の発生確率が変化するため、照射する放射線量(線量)の

適切な評価が必要となる。 

一般的にこの線量評価は電離箱線量計を用いて行わ

れる。電離箱は放射線によって電離された電荷を収集し、

得られた電気信号によって放射線の検出や測定を行う仕

組みとなっている。放射線治療で用いられる電離箱は通

気性であることが多く、電離箱空洞内の空気の質量などが

測定時の温度・気圧・湿度によって変化する。これによっ

て発生する電離電荷量も変化するため、正しく放射線を

計測するためにはこれらのパラメータを基準条件(温度: 

22 ℃、気圧: 101.33kPa、相対湿度: 50 %)での値となるよ

うに補正する必要がある。しかし、湿度の影響を補正する

湿度補正係数については放射線治療レベルの高エネル

ギー光子線、電子線、粒子線においてはまだ評価がされ

ていない.そこで本研究では高エネルギー光子線に対す

る電離箱線量計の湿度補正係数の決定を行った。 

 

■ 活動内容 
１．医療用リニアック 
 リニアックの写真を図1に示す。電子銃から発せられた電
子が加速された後、金属ターゲットに照射され、図中の照
射口から6-15 MVの高エネルギー光子線が照射される。 
 
２．電離箱線量計 
 今回の実験セットアップを図2に示す。恒湿槽内に電離
箱を設置し、相対湿度を10 %から60 %に変化させたとき
の出力電荷の変化を電位計(Keithley 6517A)で測定した。 
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図1 医療用リニアック 
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図 2 実験セットアップ 
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